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◆�島根県芸術文化センター「グラントワ」 　有明町 5-15　☎ 31-1860　 31-1884

施 設情報
【島根県芸術文化センター「グラントワ」】
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　★寄贈ありがとうございました
公益財団法人ごうぎん島根文化振興財団様から書籍を
寄贈いただきました。寄贈本は特集コーナーに展示し、
多くの方に利用されています。

　★本の帯をご覧ください
キャッチコピーやあらすじなどで本の魅力を伝える帯。
入口と新着本コーナーに帯を掲示し、新しい本の紹介を
しています。

◆�雪舟の郷記念館　乙吉町イ1149　☎  24-0500

問い合わせ先：市立図書館  ☎ 22-4222　　ホームページ： http://www.library-masuda.jp

【雪舟の郷記念館】

■ 会　期 7月12日㈰�～ 10月4日㈰
■ 会　場　雪舟の郷記念館
■ 入館料 一般300円（240円）・小中高100円（80円）
� ※（　）内は20名以上団体料金
■ 休館日 火・水曜日

企画展「雪舟と益田氏」

雪舟の郷記念館では、イベント「第 2 回切り絵 DE
うちわ」を開催します。自由に切った折り紙を竹の
うちわにコラージュして、オリジナルのうちわを作
ります。子どもから大人まで、どなたでも参加でき
ます。参加をご希望の方は、お早めに申込みください。

益田家文書「祝い膳」

「第1回切り絵DEうちわ」の様子

作者不詳
「御神本国兼像」

「第2回切り絵DEうちわ」
イベント

■ 日　時　7月25日㈯  9：30～12：00
■ 会　場 大喜庵�
■ 参加料　500 円／雪舟さんパスポート会員：300 円
■ 定　員　15 名　※先着順
■ 申込み　当館までお電話ください。（☎ 24-0500）

松田道生/著　中村文/絵　理論社（美都�一般488マツ）

『鳥はなぜ鳴く？ ホーホケキョの科学』

　 あホーホケキョに、のんびりした心地になるのはなぜだろう。暖かな季節への期待だけでなく、
音響科学的にもその秘密があるという。ウメの枝で鳴くのも、実はまれ。そればかりか、万葉集

に最も多く出てくる鳥はホトトギスで、枕草子では好意的に書かれていないとも…何だかイメージと違わない？
　誰もが知っているウグイスを例に、鳥の鳴き声について科学的にわかりやすく解説した本。秋や冬にホーホケ
キョを聞かない理由やさえずりの方言、万葉の時代から続くホトトギスとの関係、恐ろしい言い伝えに、繁殖調
査から知る自然環境の変化など、さまざまな角度から楽しく読ませる。
　ふだん何気なく耳にする鳥の声も、よく知ると新しい発見があるはす。ぜひさまざまな音色に耳を傾け、心も
和ませてほしい。

＊ 理論社ホームページ（https://www.rironsha.com/bird_voice）→この本に出てくる鳥の声を聞こう。
＊ 「日本の野鳥さえずり・地鳴き図鑑」植田睦之／監修　メイツ出版（益田 一般 488 ニホ）　
　  →写真と付録ＣＤで近所の鳥を探してみたい。
＊ 「鳥のなき声ずかん」薮内正幸／著　福音館書店（益田/美都/匹見 児童488ヤブ）→文字で体感する大コーラス！

図書館司書

わたしのお気に入りの一冊

雪舟の郷記念館では、中世の時代に益田を治め
ていた豪族「益田氏」と、益田氏と縁の深かっ
た「画聖 雪舟」についての企画展を開催します。
益田氏が遺した「益田家文書」には、益田藤兼・
元祥親子が、戦国大名の毛利元就をもてなした
祝宴料理の献立が記録されており、当時の生活
を垣間見ることができます。この機会に雪舟の
時代の食や文化に触れてみませんか。


